
6mAM
ロールコールグループ

【2007 ハムフェア】

1 月の多宝山山頂（新潟市｛旧岩室村｝634m）の様子。
冬季は特に明るいうちに設営を完了して、RCの開始を待ちます。
Sｋｙ Door（１Loop）は限りなく無指向に近く、かつゲインがあり、
キー局用として重宝しています。
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　　　　6 ｍ AM ロールコールグループ
　　　　　　　　　　　公式サイト　http://www.6mam.com/

50MHz　AM について

かつて、アマチュア無線の入門バンドといえば、50MHz（6m バンド）でした。
（地域や年代によって違うかもしれません。）
50MHz の楽しみ方は何でしょうか。人それぞれあるかと思いますが、

「伝搬が楽しめる。」「リグの自作がしやすい。」「ベテランから新人まで層が厚く広い。」
というのが挙げられると思います。

VHFに分類されていますが、VHFとHFの両方の性質を併せ持っているのが50MHzです。
普段は見通し距離の伝搬が主ですが、これからの季節は、スポラディック E 層（E スポ）
で
思わぬ遠距離との交信が楽しめます。
流星反射や、最近では EME（！）をしている人もいます。（AM ではいないようです。）
自作という点では、特に難しいノウハウを必要とせず、初心者でも実用に耐えるリグを
作ることもできます。自慢の自作のリグでオンエアしている人も多くいます。
SSB や FM のリグは、「簡単に作る」というのは難しいと思いますが、CW や AM は比較
的楽だと思います。
運用している人は、JA の 2 文字コールの大先輩から、最近始めたばかりの人まで楽しん
でいます。小中学生の声は聞かれなくなってしばらく経ちますが、そういう人達も受け
入れられる懐の深さも持っています。

さて、50MHz　AM の楽しみ方です。
上に挙げた 3 つの楽しみが全て含まれている、というのは褒めすぎでしょうか。
特別「これだから！」というものはありません。ただ、この素敵な楽しみ方を多くの人
に知って欲しいと想っています。

私たちは「クラブ」「会員制」「地域制」は採っていません。50MHz の AM が好きで、
オンエアできる人たちが集まっています。
定期的（週 1 回～月 1 回）に「ロールコール」という形式で交信しあって、情報交換を
したり、交流したりして楽しんでいます。

皆さんもぜひ一度、肩肘張らずに気軽に「ロールコール」に参加してみませんか？
どのロールコールでもチェックインは大歓迎です。

（文責：JP1EVD　吉原）
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　　　　【各地のロールコールの紹介】

運用周波数はめやすです。聞こえなくても、付近をさがしてみてください
時刻は開始時刻ですが、定時送信ではありません。急遽お休みもあることを了承ください。
インフォメーション、ロールコールのキー局も募集中です。
ご質問などは jp1evd@jarl.com までお気軽にお問い合わせ下さい。

【各エリア】
関東	 1 エリア 6 ｍ AM ロールコール
毎週日曜日　21:30 ～　50.55MHz
主なキー局：JA1EEZ　JK1ONN　JP1EVD　7K3OMS　JI3NPS/1　JH7OZQ/1　他

東海	 ２エリア 6mAM ロールコール
毎週土曜日　21 時～　50.60MHz
主なキー局：JA2AZZ　JR2JKL　JF2HEV　JF2QKA　JF2UJG　JL2VXR　他

関西	 南大阪Ａ３ロールコール
毎週金曜日　21 時～　50.55MHz
主なネット局：JA3XQO　他

北陸	 （９エリア）6mAM ロールコール
毎月第２土曜日　21 時～　50.55MHz
主なキー局：JA9SWR　他

信越	 新潟 6mAM ロールコール
毎月第３土曜日　21 時～　50.62MHz
主なキー局：JG0GJG　他

【全国】
全国（富士山）ロールコール
	 毎年１回の予定　50.60MHz
	 キー局：参加者募集中

※　夏休みスペシャル 6mAM ロールコールと、大晦日（全国）6mAM ロールコールは、
現在休止中です。
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　　　　１エリア６ｍＡＭロールコール

１エリア６ｍＡＭロールコールは、下記の日時・周波数で毎週行われています。どなた
でもお気軽にチェックインいただけます。日曜日の夜のひととき、是非一度ワッチして
みてください。

日　時　毎週日曜日　２１時３０分から２２時３０分頃まで　（終了時間は多少前後しま
す）
周波数　５０．５５０ＭＨｚ付近　モ－ド　Ａ３かＡ３Ｈ
キ－局（昨年８月以降、一度でもキー局を行った局）
        ＪＡ１ＥＥＺ　田中　東京都豊島区　　　　　２７ｍ高　スパイラルレイ
　　 ＪＫ１ＯＮＮ　高田　東京都武蔵野市　　　　１０ｍ高　２エレＨＢ９ＣＶ
　　 ＪＰ１ＥＶＤ　吉原　横浜市港北区　　　　　１８ｍ高　６エレ八木
        ＪＩ３ＮＰＳ　近藤　川崎市多摩区　　　　　１４ｍ高　６エレ八木
        ＪＨ７ＯＺＱ　荒井　鎌ヶ谷市  　 　　　 　　２０ｍ高  ６エレ２段スタック
        ７Ｋ３ＯＭＳ　青木　神奈川県伊勢原市　　　２０ｍ高　８エレ八木
        ８Ｊ１Ｐ (OP:JF6LIU 富樫 ) 横浜市港北区  ※国際 QRP デー特別記念局  ６エレ八木
毎週キー局が変わり、チェックインいただく方にはご迷惑をおかけしますが、これも永
くロールコールを行うためにキー局の負担を減らす工夫ですので、ご理解、ご協力をお
願いいたします。なお、キー局の担当予定は、ロールコールのインフォメーション、１
エリア６ｍＡＭロールコールメーリングリスト等で発表されますが、都合により予告無
く変更することがあります。
１エリア６ｍＡＭロールコールでは、キー局を募集しています。臨時や１回限りでも構
いませんし、ローテーションに加わっていただければなお有り難く存じます。身近なキー
局までお知らせください。

１エリアＡＭロールコールメーリングリスト (1AMRC) について

１エリアＡＭロールコールでは、メーリングリストを開設しています。ロールコールの
キー局の連絡、チェックイン局リスト、インフォメーション等に利用しております。ど
なたでもお気軽にご参加いただけます。次のいずれかの方法でご参加できます。
1 	 ＪＫ１ＯＮＮ (jk1onn@jarl.com) に参加希望のメールを送る。
2 	 1amrc-subscribe@yahoogroups.jp に空のメールを送る。
3 	 ホームページ http://www.egroups.co.jp/group/1amrc/ を参照する。

また、スパムメール防止のため、参加者以外の投稿は受け付けておりません。ご了承く
ださい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＥ　ＪＫ１ＯＮＮ　武蔵野市 高田
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 1エリア6ｍＡＭロールコール参加者一覧
2006年8月6日～2007年7月29日(52回分)のチェックイン局及び回数
５回以上チェックインされている局は、主な運用地を載せています。
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日付 局数 キー局 運用場所 日付 局数 キー局 運用場所

8 月 6 日 13JP1EVD 横浜市港北区 2 月 4 日 15JP1EVD 横浜市港北区

8 月 13 日 14JK1ONN 東京都武蔵野市 2 月 11 日 177K3OMS 神奈川県伊勢原市

8 月 20 日 21JI3NPS 川崎市多摩区 2 月 18 日 20JI3NPS 川崎市多摩区

8 月 27 日 237K3OMS 神奈川県伊勢原市 2 月 25 日 18JK1ONN 東京都武蔵野市

9 月 3 日 21JP1EVD 横浜市港北区 3 月 4 日 19JI3NPS 川崎市多摩区

9 月 10 日 19K1ONN 東京都武蔵野市 3 月 11 日 117K3OMS 神奈川県伊勢原市

9 月 17 日 28JI3NPS 川崎市多摩区 3 月 18 日 19JK1ONN 東京都武蔵野市

9 月 24 日 237K3OMS 神奈川県伊勢原市 3 月 25 日 20JI3NPS 川崎市多摩区

10 月 1 日 21JP1EVD 横浜市港北区 4 月 1 日 16JP1EVD 横浜市港北区

10 月 8 日 187K3OMS 神奈川県伊勢原市 4 月 8 日 157K3OMS 神奈川県伊勢原市

10 月 15 日 19JK1ONN 東京都武蔵野市 4 月 15 日 26JI3NPS 川崎市多摩区

10 月 22 日 22JI3NPS 川崎市多摩区 4 月 22 日 22JK1ONN 東京都武蔵野市

10 月 29 日 20 JH7OZQ千葉県鎌ヶ谷市 4 月 29 日 29JH7OZQ 千葉県鎌ヶ谷市

11 月 5 日 21 7K3OMS神奈川県伊勢原市 5 月 6 日 27JP1EVD 横浜市港北区

11 月 12 日 20JP1EVD 横浜市港北区 5 月 13 日 338J1P(JF6LIU) 横浜市港北区

11 月 19 日 20JI3NPS 川崎市多摩区 5 月 20 日 18JI3NPS 川崎市多摩区

11 月 26 日 16JK1ONN 東京都武蔵野市 5 月 27 日 26JK1ONN 東京都武蔵野市

12 月 3 日 19JP1EVD 横浜市港北区 6 月 3 日 18JP1EVD 横浜市港北区

12 月 10 日 237K3OMS 神奈川県伊勢原市 6 月 10 日 267K3OMS 神奈川県伊勢原市

12 月 17 日 15JK1ONN 東京都武蔵野市 6 月 17 日 28JI3NPS 川崎市多摩区

12 月 24 日 20JP1EVD 横浜市港北区 6 月 24 日 24JK1ONN 東京都武蔵野市

12 月 31 日 16JI3NPS 川崎市多摩区 7 月 1 日 14JP1EVD 横浜市港北区

1 月 7 日 15JI3NPS 川崎市多摩区 7 月 8 日 197K3OMS 神奈川県伊勢原市

1 月 14 日 197K3OMS 神奈川県伊勢原市 7 月 15 日 33JA1EEZ 東京都豊島区

1 月 21 日 17JP1EVD 横浜市港北区 7 月 22 日 30JK1ONN 東京都武蔵野市

1 月 28 日 23JK1ONN 東京都武蔵野市 7 月 29 日 18JI3NPS 川崎市多摩区

2006 年 8 月 1 日～ 2007 年 7 月 30 日（52 回）

　　キー局運用場所及びチェックイン局数
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             ２エリア６ｍＡＭロールコール
　現在の運用形態になってから７年目となり、徐々に参加局数も増えてきました。最近
では５０局を越える各局が参加していただける日も多くなり、大変な盛況ぶりです。こ
れはひとえに参加局の皆さんのＰＲやいろいろ催事を企画していただける方々のお力尽
くしのたまものと思います。

ＡＭモードでの交信はこのロールコールで最小限、週１回は試すチャンスがあって楽し
みにされておられる方もおられます。自作リグのテストであったり、古いリグのテスト
であったり、変調度・変調音の確認などのテストで利用されたり、ただ単にトランシー
バーの動作テストだったり、一声出すだけの運用？だったりしています。

　６ｍバンド全体をのぞいてみても全般的に静かな状態になってしまって久しいのです
が、土曜日のこのロールコールは皆さんが集中して参加していただけ、にぎやかなＡＭ
タイムとなっています。

　ＡＭロールコールグループでは合同運用の名目のバーベキュー大会や、ハムの祭典、
ハムフェア、グランドミーティングなど催事の開催・参加に積極的で二つのコンテスト
も主催しています。

“ このロールコールはＡＭの電波の出せる方ならどなたでも参加できます。ＡＭのアク
ティビティ向上、連帯・親睦意識を高めるため行っています。” 聞こえましたら是非チェッ
クインをお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡ２ＡＺＺ　杉山

日時　毎週土曜日　　２１：００～２２：３０頃まで
周波数　　　　　　　５０．６００ＭＨｚ付近にて
キー局　第１・３週　尾張方面で担当　　ＪＡ２ＡＺＺ、ＪＲ２ＪＫＬ、ＪＦ２ＱＫＡ、
                                                                   ＪＬ２ＶＸＲ、ＪＱ２ＫＪＸ
キー局　第２・４週　三河方面で担当　　ＪＦ２ＵＪＧ、ＪＦ２ＨＥＶ、ＪＧ２ＶＳＦ
キー局　第５週　　　尾張・三河で交代または合同運用
チェックインの受付　開始から２２：００頃まで
インフォメーション　２２：００頃からアナウンス
追加のチェックイン　インフォメーションの終了後２２：３０頃まで

「 参考 」 ロールコールの結果・情報は　http://6mam.com に掲載しています。
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                ２００７年の参加局数　
局数の前はキー局（複数は合同運用）です。

Ａ－ JA2AZZ，Ｊ－ JR2JKL，Ｕ－ JF2UJG，Ｈ－ JF2HEV，Ｖ－ JL2VXR

Ｑ－ JF2QKA，Ｆ－ JG2VSF，Ｎ－ JQ2SJN，Ｔ－ JQ2SAT

Ｂ－ JH4BDB，Ｋ－ JQ2KJX，Ｐ－ JF2PEO，※８Ｊ３Ｐ／２

第１週 第２週 第３週 第４週 第５週

１月 Ｕ　５１ ＡＱ　５０ ＱＫ　５４ Ｕ　５０

２月 ＡＫＱ４９ Ｕ　４９ ＱＫ　４６ Ｕ　４６

３月 ＡＫＱ４６ Ｕ　５２ Ｕ　５１ ＱＫ　４８ QYAJTV ３６

４月 ＡＫＱ４９ Ｕ　５２ ＱＫ　５７ Ｕ　５２

５月 Ｕ　５６ ＡＫＱ４８ Ｕ　４９ ＱＫ　５６

６月 ＡＱ　５３ ※　６１ ※　５１ QK　５８ Ｕ　５２

７月 ＡＫＱ４８ Ｕ　４５ ＱＫ　５５ Ｕ　３３
平均 ５０．１局

2B94 2E24 12BY7
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====================================================================================

　南大阪Ａ３ロールコールの現状報告 (-2007.7.27)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：ＪＡ３ＸＱＯ ( 竹中信雄 )　ja3xqo@6m.net

                                      　　　　　　　　〒 569-1123　大阪府高槻市芥川町 1-2-A-3002

====================================================================================

１. 南大阪Ａ３ロールコールについて

　　　　曜日・時間　→　毎週金曜日２１時から
　　　　周波数　　　→　５０．５５０ＭＨｚ±ＡＭ
　　　　ネット局　　→　ＪＡ３ＸＱＯ ( 大阪府高槻市 ) 他
　　　　時間割　　　→　20:50-21:00 インフォーメーション集め
　　　　　　　　　　　　21:00-22:40 チェックイン受付
　　　　　　　　　　　　22:40-23:00 インフォーメーションをアナウンス
　　　　　　　　　　　　23:00-23:35 追加のチェックイン受付
　　1980 年２月に南大阪Ａ３ロールコールがスタートしてから、アマチュア無線界
　　はもちろん周辺の電子技術や情報通信の状況は大きく変わってきました。その時々
　　の社会状況に迎合して気軽にコンセプトを変更してしまうことなく、名称・周波数
　　・モード・曜日・時間などを変更しないまま続いてきたロールコール。
　　もし来年、2008 年 2 月 1 日の南大阪ロールコールが成立したら 28 周年となり
　　ます。ここまでネット局をつとめてこられたみなさんやロールコールにかかわっ
　　てこられた多くの方、そしてチェックインされた数千局のみなさんの協働作業
　　が、金曜日夜のロールコールという「現象」を支えています。このあといつま
　　で今の形で続いていくか未知数の部分もありますが、
　　これからも南大阪Ａ３ロールコールをよろしくお願いします。

２.2007 年は「二つの一万五千」達成
  

　  (1) 21 世紀になってからの南大阪Ａ３ロールコールのべ参加局数は、
　    2007 年 7 月 20 日に一万五千局を突破しました　。　※ 7/27 現在：15088 局

　(2) 2002 年 6 月にスタートしたｍｌの hamfes3am では、2007 年 6 月 25 日に
      メッセージ数が一万五千を突破しました。　　　　　　※ 7/31 現在：15307 件
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３．2007 年の南大阪 A3RC 参加局一覧　
　　                                                    2007.5.JAN ～ 2007.27.JUL.

                                                      * 7/27 の NEW # 21 世紀の NEW                                            

JA3GW,*JA3JY,JA3OY,#JA3TU,*JA3BBG,#JA3CFL,JA3CIR,JA3CWC,*#JA3EMG,JA3EVA,

JA3FQO,JA3HAW,JA3HEU,JA3HHN,JA3IWY,*JA3IAS,JA3IXO,JA3JRE,JA3LOZ,JA3MJR,

JA3ODB,JA3OSA,JA3PWS,#JA3QFT,JA3QOS,JA3QUU,JA3RAY,JA3RHL,JA3TVQ,JA3UVR,

JA3UXP,JA3VXB,JA3WDL,*JA3WPN,#JA3XKU,JA3XQO,

JE3BRS,JE3CBQ,#JE3CON,JE3FKS,JE3HFU,JE3KMZ,JE3PCP,JE3VRJ,JE3WVA,JE3XDK,

JF3DVR,JF3JQX,JF3KUU,#JF3LFL,JF3LOP,#JF3MSU,JF3MWQ,JF3NAO,JF3PHM,#JF3RRA,

*#JF3TWA,JF3VAX,

JG3DOR,JG3GNU,JG3GYO,JG3KFM,JG3PMB,JG3RMM,JG3WEU,

JH3BFD,JH3BZS,JH3CBN,JH3CFQ,JH3CHN,JH3DMQ,JH3EQJ,JH3GNM,JH3HWL,JH3HYI,

JH3JLU,JH3LBT,#JH3VJV,JH3YHX,

JI3BXL,JI3MIF,JI3MWO,JI3SBA,

JJ3FEF,JJ3FKC,JJ3GCR,JJ3INC,JJ3MQX,JJ3OTJ,JJ3SES,#JJ3VGR,JJ3VLV,

JK3CSY,JK3EGR,#JK3LXS,JK3NSD,JK3YJH,

JL3CEQ,JL3TKD,#JL3TYN,#JL3YOL,

#JM3APP,*JM3EXL,#JM3HLU,#JM3RCF,

JN3ACK,JN3IQW,JN3KWD,JN3LQP,JN3MUC,JN3NOW,#JN3OHW,JN3ONX,#JN3OUJ,#JN3VBP,

JN3WVV,JN3WXZ,

JO3AMB,JO3AWV,JO3DDD,JO3DIA,JO3EIO,JO3FKS,#JO3GFU,#JO3GNE,JO3GQJ,JO3HRE,

#JO3HYM,#JO3HZX,JO3IEE,JO3IEJ,JO3IGK,#JO3IVK,JO3JSD,#JO3KGV,JO3LHQ,JO3LIB,

#JO3LIP,

*#JP3EPM,JP3VWJ,

JQ3DRR,JQ3TOP,

JR3ELR,#JR3GBW,JR3JLB,#JR3KQF,JR3LKO,JR3QHQ,JR3RCW,#JR3REX,JR3TVH,JR3WTG,

*#JS3OMH,

7J3ABP,

8J3P,*#8N3IAAF,

JA1ROQ/3,#8J1ANT/3,JA2VSU/3,#JF2NMY/3,JH2KBZ/3,JA4KEH/3,#JH4CHQ/3,#JH4RVF/3,

JA5ND/3,JA5EVQ/3,JA6DOU/3,JA6PRG/3,JE6LVE/3,

JA1BBR,JA1VZV,#JG2TZW/1,JE3NJZ/1,(JK3CSY/1),(JR3ELR/1),

JA2NEN,JE2CBQ,JS2PHO,

#JG4GZV,#JK4UQS,#JM4PTF,#JN4OQT,

JE9OTJ,#JF9MEH,JH9DOY,#JH9GTD,JH9GUP,JR9VIY,

#JR0DMI,JR0EJL,#JR0GFM,

#9Y4MYA,#DS5KUZ,

                              2007 年に１回以上チェックインした局 → 191 局

                              2007 年になってから 21 世紀初の参加局 →  49 局
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４．2001-2007 年 参加局数平均等データ
　　毎月の平均参加局数を表示しました。1) は月平均が最多の年、2) は２番目

　の年に付加しています。今年７月の参加局平均は前年を 10.5 局上回って、７

  月としては 21 世紀最多となりました。

                             %：年間最多 /  #： 21 世紀最多 /  &：年間最少 /  *： 前年同月越

                                                                 01-07 

　　2001 年　2002 年　2003 年　2004 年　2005 年　2006 年　2007 年  07-06 平均 07- 平均

------------------------------------------------------------------------------

JAN  40.8    40.8    42.6* 1)52.4*   40.8    46.3* 2)49.5*& + 3.2  44.7  + 4.8

FEB  37.3    45.3*   46.0* 2)53.5*%  43.8    46.5* 1)54.5*  + 8.0  46.7  + 7.8

MAR  42.2    43.6*   42.0  2)49.3*   39.0    46.4* 1)55.6*  + 9.2  45.4  +10.2

APR2)47.3    43.0    40.3    44.4*   45.6*   45.5  1)53.5*  + 8.0  45.7  + 7.8

MAY1)51.8%   45.0    46.2*%  45.5    45.8*   49.3* 2)51.0*  + 1.7  47.8  + 3.2

JUN  44.2    44.3*   42.0    51.3*   48.0% 2)54.2* 1)60.4*% #+ 6.2  49.2  +11.2

JUL  38.8    44.0*   40.5  　42.6*　 38.4  2)48.3* 1)58.8*  +10.5  44.5  +14.3

AUG2)39.4    36.8    37.6*   32.8&   34.0*&1)44.8*   

SEP  32.5& 　35.8*&  33.5& 　35.8* 2)40.8* 1)46.8*   

OCT  39.0  1)45.5*%  41.6    40.4    40.5* 2)44.8*   

NOV  38.0  2)41.4* 1)44.3*   40.8    41.3*   39.0&   

DEC  41.0    40.3  2)44.8*   40.4  2)44.8* 1)45.5*   

平均 41.0    42.1    41.8  　44.1    41.9  2)46.6  1)55.0   + 8.4  44.0  +11.0

30 台 6#      2       2       2       3       1       0     - 1     2.3  - 2.3

40 台  5      10#     10#      7       9      10#      1     - 9     7.4  - 6.4

50 台  1       0       0       3       0       1       5#    + 4     1.4  + 3.6

60 台 - 0       0       0       0       0       0       1#    + 1     0.1  + 0.9

　次にエリア別のべ参加局数を示しました。2006 年が 21 世紀最多でしたが、今年は去年を

超えることができるかどうか ?(・_。)?(。_・)? 

  エリア     1    2     3    4    5    6    7    8    9    0   DX　　  小計

==============================================================================

2001 年計     1   86  2036    0    1#   0    0   10#   0    0    0      2134

2002 年計     1   88  2097    0    1#   0    0    2    0    0    0      2189

2003 年計     3  118  2049    0    0    0    0    1    2    1    1      2175

2004 年計     0   80  2252#   0    0    2#   0    2    1    0    0      2337

2005 年計    22   56  2095    3    0    0    0    0    4    0    0      2180

2006 年計    92# 141# 2114    2    1#   2#   1#   2   55#   9    5#     2424#

2007 年計    61   39  1485   13#   0    0    0    0   33   15#   2      1649

==============================================================================

21 世紀計   180  608 14128   18    3    4    1   17   95   25    8     15088

------------------------------------------------------------------------------
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プリフィックス別参加局数　　　　　　　　　　　 ※ 2007 年は 7/27 まで

　2007 年になって 30 回のロールコールをおわって、トップはＪＡ３で独走状態。

　そこへヒタヒタと迫る３エリア以外とＪＯ３、少し遅れてＪＨ３・他エリアポー

　タブル３という展開になりました。そして、今年ここまで一回以上チェックイン

　された局の合計は 191 局で、21 世紀最少だった 2005 年をまだ 23 局下回っています。

　また、７つのプリフィックス等と合計の７カ所で未だ 21 世紀最少となっており、

　この分野は決して楽観できない状況となってきています。

                     * 前年より増加　　  # 21 世紀最多　　  & 21 世紀最少

Prefix   2001 年   2002 年   2003 年   2004 年   2005 年   2006 年   2007 年　前年比

==========================================================================

ＪＡ３     47       43       45*      53*     #55*      51      &36     -15

ＪＥ３     11      & 8       11*      12*      13*     #15*      10     - 5

ＪＦ３     14      #15*      12      #15*     &10       11*      12*    + 1

ＪＧ３    #19       18       18      #19*      14       16*     & 7     - 9

ＪＨ３     15       16*      16       15       18*     #21*     &14     - 7

ＪＩ３     10       12*     #13*       8        7       10*     & 4     - 6

ＪＪ３     10       12*     & 9       11*      11      #15*     & 9     - 6

ＪＫ３    & 4        8*     # 9*       7        8*       8        5     - 3

ＪＬ３    #10        9      #10*       7        5        5      & 4     - 1

ＪＭ３      3      & 1        4*     # 5*       3        3        4*    + 1

ＪＮ３    #22       16       17*      13       12      & 9       12*    + 3

ＪＯ３      3        3      & 1        6*      14*      20*     #21*    + 1

ＪＰ３    # 7        5        2        2      & 0        3*       2     - 1

ＪＱ３      2      # 3        2      # 3*     & 1      # 3*       2     - 1

ＪＲ３      9      & 7      #11        9      #11*       9       10*    + 1

ＪＳ３      2      & 0        1      # 3*       2      & 0        1*    + 1

７Ｊ３      1      # 2*     # 2      # 2      # 2      & 0        1*    + 1

８Ｊ３※    1        1      & 0        1*     # 6*       2        2     ± 0

／３       17       20*     #21       20      &12       14*      13     - 1

３以外     27       20       20       16      &10      #36*      22     -14

合計      234      219      224*     227*     214     #251*    &191    - 60

=========================================================================

前年超     --        7        8       11        7       12        7     - 9

------------------------------------------------------------------------------

21C 最多     4        3        6        6        4        6        1     - 6

------------------------------------------------------------------------------

21C 最少     1        4        3        0        5        3        7     + 5

.　　※８Ｊ３には８Ｎ３も含む

==============================================================================
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５．にぎわってますメーリング・リスト hamfes3am     
                                                     　　　http://groups.yahoo.co.jp/group/hamfes3am/

                                   * 前年同月より増加　　# 21 世紀最多       ※ 2007 年は 7/31 まで 　

    　　　 1 月   2 月   3 月   4 月   5 月   6 月   7 月   8 月   9 月   10 月  11 月  12 月

2002 年                                  57   254   259   132   115   106   298

2003 年   128   101   132   116   202  *207   160  *299   102  *126  *107   123

2004 年  *146  *127    84    91  *324   176  *206   226  *149  *234  *828# *652

2005 年  *326  *338  *474  *376  *483  *377  *519  *320  *262  *341   219　 354

2006 年　*355   220   312   341   366   216   218   283   225   194   166　 185

2007 年   216   152   142   218   248  *326  *268

----------------------------------------------------------------------------------

南大阪Ａ３ロールコール関連の情報交換や関ハム・ハムフェア出展等イベントの相談

　は、ｍｌの hamfes3am で行っています。参加者は、ただいま 103 ＩＤ。開設以来ずっと、

　毎月 200 ～ 300 件前後のメッセージがアップされています。  

　　参加希望の方は、ＪＡ３ＸＱＯまでご連絡ください。(ja3xqo@jarl.com)

６．南大阪Ａ３ロールコール最近の話題から
   

　(1) １月に関西ハムシンポジウム、５月の関ハム、８月はハムフェアと年に３回のイベトに出展するのが

        ３エリア６ｍＡＭロールコール・グループの恒例となってきました。

        これから少しずつ軸足をハムフェアから３エリア内のイベントに移すことになるかもしれません。

　(2) ＡＭを６ｍだけでなく、他のバンドでも運用する機会が３エリアでは少しずつ増えてきました。

         430/144MHz はすでにＡＭコンテストやハムフェアでのロールコールでおなじみですが、

        去年のハムフェアからＨＦのハイバンド、今年からはＨＦのローバンドでもロールコールを

        行えるようになっています。もちろんハムフェア 2007 でも決行できるか ??

   (3) 数年前から、南大阪Ａ３ロールコールは EchoLink 経由で他エリアや海外でも受信で

　　きるようになっています。不定期ですが、各地で６ｍや 430MHz のノードが運用され、ロールコール

       へのチェックインが可能なこともありますが、今の時点で参加局のうち３から７局程度が

       EchoLink 経由。余所ではあまり行われていないＡＭと EchoLink の実験を継続中です。

　(4) 現在の３エリア周辺で６ｍＡＭを運用する場合、ロールコール前後やコンテスト中それに強力な

         Ｅｓ発生時が、多くの局と交信できる可能性がある「旬」の時期です。コンディションやアクティビティ

        を考慮して運用することで効率よく多くの局と交信を成立させるのも、運用技術の一部であるはず。

        たまに、ＡＭの局が多い時間帯をはずしてＡＭを運用して相手がいないと嘆いたりなかには「罵倒」

        する人もありますが、それは広い意味でＡＭを運用するための研究が不足している結果にすぎません。

　　投下資金の多寡や設備、運用地点の標高だけでなくＴＰＯをわきまえて運用することで多くの局と

　　交信したり遠くへ飛ばすことをめざすというのは、どのバンド・モードでも共通の課題なのでは

　　ないかと感じる今日この頃です。うまく運用すればパイルアップが生じることもあり多くの局と

　　簡単に交信できるときもある、これが 2007 年夏の３エリアの状況です。
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            新潟 6 ｍ AM ロールコール
　無線通信のルーツとも例えられる AM モードを楽しみ，新潟エリアの６ｍ活性化を図
るために平成１７年６月からスタートしました。近隣エリアからのチェックインも考え，
約６００ｍ程度の山へ移動し，主に１Loop アンテナで広エリアをカバーするようにし
ています。毎月１０局程度のチェックインですが，コンディションにより富山，山形，
北海道からもチェックインがあります。また，遠距離ながら QRP でチェックインされ
る局もおられ，新潟ローカル局においては，県外及び QRP 局をいかに受信しようかと
毎回工夫を凝らして待ち構えております。
ロールコール日時
毎月第３土曜日　21：00 ～
周  波  数：50.620 ＭＨｚ
キ  ー  局：ＪＧ０ＧＪＧ
キー局運用地：主に　多宝山（新潟市｛旧岩室村｝634m）
　　　　　　　　　　角田山（新潟市｛旧巻町｝482m）

角田山（新潟市｛旧巻町｝482m）から遠くに新潟市中心部及び日本海を臨む
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全国 6mAM QRV 局リスト
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 ◎発振部の紹介

   送信周波数は 50.4 ～ 50.9MHz あたりまでとし 1kHz ステップを目標とします。

  一方親機は６逓倍で 50M を得ているの  で８MHz 帯を 166.67Hz ステップで与えれば

よいこととなります。しかしこのステップをPLLで直接作るのは設計上 難しくなります。

順序として

１. まず 14MHz 付近で 4kHz ステップを発振させます。

２. そしてこれを２４分周します。周波数は数百ＫＨｚ台に落ちますが

     166.67Hz ステップが得られます。

３. この後へテロダインで８ＭＨｚ帯にもち上げＶＦＯの出力とします。

     この周波数関係の決定はＰＬＬ分周ＩＣの能力に依存しています。 

『ＴＸ - ８８A/D 用ＶＦＯ（５０Ｍ専用）の製作』
 埼玉県北本市在住　ＪＡ４ＡＭＶ  丸山彰良

　このＶＦＯの特徴として

・ＴＸ - ８８ ５０Ｍ ＡＭ送信で 

  １ＫＨｚステップを出力

・ダイアル部分にパソコン用

  マウスの回転部を流用

・ＶＦＯ側で送信周波数を直接

　表示などがあります。

 今回これらを中心に説明したい

と思います。

◎はじめに

   ５０Ｍは自作マニアも多く、またリタイアーした団塊の世代の中には昔のＡＭモード

　機を使ってカムバックできないものかと考えている局もいるかと思います。

   今回はこのような古いＡＭ機を現用で使う為のヒントとなるかもしれないと思い要点

　を発表するものです。

   内容はＴＸ - ８８用 外部ＶＦＯです。製作し３年程になりますがＡＭコンテストの時

　にはいつも使っています。残念ながらロールコールには参加できていません。

　（ロールコール開始頃はいつもアルコールがかなり回って   います - - - ）
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ブロックを図１へ示しますがミキサーでの近接スプリアスが多く発生するのでは - - -

 と感じられると思います。

 たとえば５０. ４ＭＨｚ送信時のミキサ出力は８４００ＫＨｚだけがほしいのですが、

 不要分として

      ・７８３０KHz    （局発 素通り）

      ・７２６０ＫＨｚ （７８３０ＫＨｚ －  ５７０ＫＨｚ）

      ・８９７０ＫＨｚ （７８３０ＫＨｚ ＋  ５７０ＫＨｚ Ｘ２）

          等が現れます。

 ８９７０ＫＨｚが強く出ましたが、ミキサをバランス型とし注入レベルを低めに選びま

した。そしてこの後に多段フィルターを通し問題無いレベル に収めています。

   ＶＦＯ出力に少々スプリアスがあっても大丈夫です。親機で６倍の周波数に拡散され

ますし、最終的には親機側のフイルターも含めて抑えればよいからです。

◎ＶＦＯダイアル部の紹介

   ＶＦＯダイアルにはジャンクのパソ

　コン用マウスの回転部を使っていま

　す。御存知のようにマウスを動かす

　と中のボールが回転し、動かした方

　向と距離を入力できるというもので

　す。ゴミなどが入り掃除の時に中の

　構造を見ておられる方も多いと思い

　ます。マウスの横に写っているのは

　部品取りし組立てたエンコーダ

ユニット部で す。このマウスはＰＣ９８用で回転部のスリットは３６ケです。回転方向

の判別ができるように両対にＬＥＤとフォトＴｒのペアーの物が取付けてあります。

図２（Ａ）がその回路です。
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    今ダイアル操作によりこのスリットを通し受光してから次のスリットまで動いた場合を

     図２で説明します。

    １. （Ｂ）はエンコーダーの出力波形です。回転方向により９０ 違゚った波形が得られている

         ことがわかります。

   ２. この信号を（Ｃ）に示すインターフェース部に導き、ここで回転開始のＣＬＫと

        ＵＰ / ＤＷＮの二つのパルスを作成します。

   ３. このＣＬＫはＣＰＵの割込ラインに導かれ、これを感知するとＣＰＵ は即

        ＵＰか D ＷＮ方向かの情報を取込みます。

   ４. 回転方向に応じた次のステップの分周値や表示データを送出します。

   ５. これらが終るとＣＰＵは３. の割込み待へ戻り次の回転情報の取込みに備えます。

    上記は回転１０ 、゚送信で１ＫＨｚの変化の場合ですがこれを繰り返し回転では 36kHz

    動くことになります。

 ◎まとめ

    ５０Ｍ  ＡＭは空いていますのでチューニングは忙しくありません。他のＳＷ利用や

　 マイコンを使わなくても実用になります。一例として

    ・接点式エンコーダーＳＷ   （ＦＭ ＣＨセレクタに使われています）

    ・サムホイールＳＷ         （ＩＣ２Ｎの物が使えます）

    ・ＵＰ / ＤＷＮカウンタの自作（１０進 ４２０～９３０を作る）

    等もあります。また部品入手の面ではジャンクのＰＬＬ式ＦＭトランシーバが安く出回って

    いますので心配ありません。色々と実験されることを希望します。そして５０Ｍ ＡＭで

    会いましょう。
 ・１９４４年生まれ  ・１９５９年 広島県で電話級免許を取得

 ・現在はリタイアーしていますが、そのまま現役時代の１エリア（北本市）へ在住しています。 筆者プロフィール
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　　　　　　　　移動用アンテナの紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県茅ヶ崎市在住　JK1BMK 青木　一郎
組み立て、撤収の楽な移動用 50 メガ、3 エレ八木の紹介

自宅にはアンテナはあるものの、地上高が稼げずイマイチ。どこかロケーションが良く

遠くを眺めながらの運用が出来る場所があれば格別です。

休みで天気の良い日はなるべく出かけて運用をするうちに出先でのアンテナの組立て、

撤収がしだいに面倒になってきました。

( 折畳式に作ったヘンテナでも面倒に )

運用は 6 メーターの AMt が主ですから移動でも空振りがしばしば。それでも毎回組み立

てるときはこれからの期待があるので区ではないのですが空振りのときの片付けは

それは面倒、手が重くなります。リグは mW オーダーのためゲインも稼ぎたいですし、

指向性の楽しさも味わいたく、などなど、

横着な構想を盛り込んだ５０メガ用３エレを作ることにしました。

Ⅰ .「横着」度

　・現地で工具を使いたくない、素手で組み立てできること。

　・蝶ネジ、蝶ナットも面倒

　・その都度の調整もしたくない。

　・車への乗せ下ろし、固定も手早くしたい。

Ⅱ . 構造

　・エレメントにはロッドアンテナを活用する。

　・ブームにエレメントを固定しておけば現地では伸ばすだけでよい。

　・マストとブームはブレ止めを工夫する。
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Ⅲ . パーツについて

　・エレメントは 1.5m のロッドアンテナを 6 本ハムフェアにて調達。

　・マッチング部はガンママッチ式とし、短いロッドアンテナを活用。

・フロントとバックを間違えないよ

　うエレメント取付金具は三角形

　にしました。この△板の先端の

　向きが電波の放射方向、フロン

　トとバックが一目でわかり、

　「うっかりバックでお声がけ」の

　防止になります。

Ⅴ . その他の工夫

　・車へのセットはルーフキャリアに U 字型の「受け」を 2 ヶ所取付、

　　ブームをセットし「紐」でしばって OK

　Ⅳ . 使用状況

　・現地ではロッドアンテナの先端を
　　全部引き出し ( マッチング部を含
　　めて 7 本 )
　・マッチングはクリップをはさむの
　　み ( 位置はたまたま短いロッドア
　　ンテナの先端となった )
　・組みあがったアンテナをマストに
　　差込マストを伸ばして完了
　・現地に到着し、10 分位で OK。
　　いざ、CQ

　・ショートバーは事務用の目玉ク

　　リップとわに口グリップを使用。

　・ブームは角パイプとし、エレメン

　　ト取付工作を楽にした。

　・マストへの固定は差し込むだけで

　　ブレない様にテーパーをつける。
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Ⅵ . 寸法

ⅶ . あとがき

　・この 3 エレは既に 7 年半が経過しました。良く使うのでアンテナの伸縮部が甘くな

りエレメントがたれ気味になってきました。

　　良く移動をしてしかも移動先がほぼ決まっているので「引っ越したのですか」と聞

かれることもあります。

　　これからも自作機で歪んだ変調や弱い電波を出すと思いますが、いろいろご指導よ

ろしくお願いいたします。
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図１　QP-50 ＋ MOD-1 送信機

今年の 11 月末で、早いものでアマチュア無線を始めてから 25 年目となります。

この機会に、今まで使ってきた 50MHz AM のリグを振り返ってみようと思います。

１．RJX-601

     入手：1981 年 5 月頃、CQ 誌ハム交換室にて。\12k くらい
     使用時期：1982．11 ～ 1997 後半
     今更書くまでもなく、皆さんにおなじみのリグです。これは、従免を取得する前に、
     CQ 誌のハム交換室にて買いました。SWL の受信機として 1 年半ほど、従免、局免
    を取得後はメインリグとして長く使ってきました。1997 年ころから、変調がかか
    らない、という指摘を受けるようになり、その後、送受信共に動作しなくなりました。
    なかなか修理の時間が取れず、現在に至っています。
２．QP-50 ＋ MOD-1
    入手：ハムフェア 1983 にて購入
    使用時期：1983 ～ 1997
    ミズホ通信の 50MHz 送信機と、変調機と組み合わせた AM 送信機のキットです。
    大きな変調トランスがついており、深い良い変調がかかっていたそうです。
    ファイナルは 2SC1306、変調用にμ PC575C2 を使い、1W の出力がありました。
    ケースは、輸出用 CB 機のケースを用いて、将来受信機を組み込んで、トランシー 
   バーとして使えるようにしたのですが、受信機はなかなか思うようなものが作れず、
   RJX-601 を受信機として使っていました。これもしばらく放置していたところ、
   ポリバリコンが劣化して、 
   VXO が動作しなくなりまし
   た。現在、これも修理中、
  と言う名の冬眠中です。
  来年のパンフレットには、 
  修理と受信部を組み込んだ
  記事を書ければ、との予定
  でいます。
QP-50：単体では、50MHz　
　　　　CW 送信機です。
MOD-1：単体では、汎用
　　　　変調機やアンプと
　　　　して動作します。

あるキー局の 50MHz AM リグの変遷
横浜市港北区在住　吉原春明　JP1EVD



29

３．DX-70H

     入手：1996.1 頃、新品を購入

     使用時期：1996.1 ～

     現在、メインで使用しているリグです。FT-100 や IC-706 などが出るか出ないかの

     時期だと覚えています。固定機の FT-847 とも比べましたが、モービル運用ができ

     ることに惹かれて購入しました。購入後、50MHz でもハイパワーが出せる G シリー

     が出たときは悔しい思いをしました。

     1999 年後半から、1 エリア 6mAM ロールコールのキー局を引き受けることとなり、

     このリグを使ってオンエアをしました。この時の自宅でのアンテナは、6m のアロー

     ラインのエレメントを、1/2 λのモービルホイップに交換した物を使っていました。

    しかし、北側が高台となっている地形のため、東京方向には全く飛ばない・聞こえ

    ない状態でした。これでは、ほとんどの人の信号が聞こえないため、近所の高台（車 

    で 5 分の同じ町内）に移動しての運用です。アンテナは、2 エレの HB9CV を 4.5m

    の伸縮ポール、タイヤ基台と組み合わせて使いました。電源の取り方は、苦労しま

    した。最初は、通常使用している電源ケーブルを持ち出し、ボンネットを開けてバッ 

    テリーに直接つないでいました。毎回これでは手間が大変なので、次の手として、

   車内に置いた IC-207 の電源コネクタからの電源を変換コネクタで取り、使うことと

    しました。この時問題になったのが、DX-70 の電源コネクタの形状です。特殊な物

    なのか、探し回っても入手できず、一番近い形状の 6P コネクタを加工して使用し

    ました。DX-70 を使い始めた頃、何故か故障が頻発し、1 週間ごとに修理に出して

    は受け取り、また修理に出して、を約 2 ヶ月ほど繰り返していました。

    キー局のスケジュールに間に合うか冷や冷やしたこともありました。

４．FT-817　（2000.12 ～）

    入手：2000.11 末頃、新品を購入

    用時期：2000.12 ～ 2004.11 までキー局を始めて感じたのは、

   ・予備のリグが欲しい、

   ・気軽に移動運用できる小型のリグが欲しいということです。

     当時は適当なリグが市販されておらず、ネットオークションなどで FT-690 を探し

     ていましたが、なかなか適価で入手できませんでした。

    ハムフェアで発表された時に「10 万円ならば即購入します。」と説明員に力説した

    ことを覚えています。発売発表の直後に即予約したのですが、手に入ったのは、

    11 月末でした。設定が難しく、「浅くて聞きづらい」、または「深いが過変調気味で

    音が割れている」と、あまり評判は良くありませんでした。
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    小型で使いやすく、移動運用には便利だったのですが、自宅新築を機に、ロールコー

    ルのメインリグからは外しました。

    変調の問題は、マイクアンプを使うなどすれば良かったか、と思います。

５．現在の設備（2004 年 12 月～）

    リグ：DX-70H ＋

    アンテナ：クリエイト 6 エレ八木＋ルソー 22m クランクアップタワー

    自宅の建て替えと共に、念願のタワーを建てました。

    今まで雨天、強風に耐え、冬には手がかじかみ、夏には虫や汗に悩まされ、時には

    不審者に間違われながらの移動運用から開放されました。我ながら 5 年ほどの永きに

    渡り、毎月移動運用しながらよくぞ続けたものだと感心します。

    これを機会に、リグを DX-70H に戻しました。

   今の課題は、下記の通りです。

  （１）変調がやや浅め。

       現在、使用しているマイクは、社外品のスタンドマイク（ダイナミックマイク）です。

       マイクに口を近づけて大声を出すと、比較的良いようですが、

       マイクから少し離れる（15cm 以上くらい？）、声を落とすと、S=5 でも聞き取りに 

      くくなるようです。

      マイクの改良、簡単なマイクアンプを入れるなどで対応する予定です。

  （２）アンテナの回し方

      移動運用の頃は、車から降りて手で 90 度回し、を繰り返して、1 時間で 2 回転でき

      ました。現在はローテーター（クリエイト RC5-3）を用いていますが、手で回すよ

     りも時間がかかり、1 時間で 1 回転がやっとです。そのため、南西～北西方向の皆さ

     ん には、時刻が遅くなるなどのご迷惑をかけています。何とか巧い方法がないものか、

     考えていますが、思いつきません。アンテナを 2 本、90 度ずらして設置しようか、 

     とまで思っていますが……。

６．番外：使用していない、しなかったリグ

  （１） TS-660（1993 ～ 1999）

      入手：1993 頃、岡山の無線機店にて中古で購入

      使用時期：無し

      学生時代に中古で購入しました。

     アンテナ切り替えスイッチが取り外されており、内部スピーカーの配線が外されてい

      たり、と前の持ち主はいろいろと手を加えていたようです。

      これはほとんど使わずに、無線を再開する、という知人に譲り渡しました。
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（２）FT-690

      入手：2000.4 頃、友人より譲り受け

      使用時期：無し

      これも改めて紹介するまでもない、有名なリグです。

      アマチュア無線を始めた頃に発売されました。憧れのリグでありながら買わずに、

      何故か RJX-601 を購入したのが、いまだに不思議です。

      キー局を始めた頃、アマチュア無線から離れた友人より譲り受けました。

（３）FDAM-2

      これは 2 台ありました。1 台は、FT-690 の持ち主からやはり譲り受けましたが、

       送信時の動作が不安定で修理待ちのまま、いまだに放置しています。

       2 台目は、ロールコール参加者の OM さんから、譲り受けました。

      こちらは問題なく動作したのですが、1 台目の修理をする時に、

      どこをどうしたのか判らないまま、動作しなくなってしまいました。

      申し訳ありません。早く動作するようにしたいと思います。

（４）TS-60S

      入手：2007.5、知人より

      使用時期：2007．8 頃からの予定

      今年に入り、やはり無線を離れた友人から譲り受けました。これを手に入れたため、

      50MHz 50W の局免にしました。これで AM の出力も 20W になります。

      （現在は 4W です。）まだ怖くて（？）オンエアをしていません。

      近々、これを使う

      予定でいます。

       25 年目でも、ま

　   だまだ初心者のよ

　   うな至らない面が

       多々あるかと思

       いますが、これ

       からもどうぞよ

       ろしくお 願 いい

       たします。

  

                                      図２　勢揃い（？）　多ければ良い、と言うものではありません。
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小学生当時の某日
　テレビを捨てるらしい。裏ブタを外すと真空管が。なんだかカッコいい。箱にしまっ
　ておこう。
高校生当時の某日
　この頃は、トランジスタや FET を使って電子工作もしていたが、「真空管？」まった　
   く使う気なし。第一、使い方分からないし。「初ラ」「ラ製」見ても、たまに
　載る真空管工作といったらオーディオアンプばかり。結局、真空管は手付か
　ずで物置の奥にしまいこんだまま。
社会人の某日
　物置を整理していたら、件の真空管が出てきた。12BY7 と印刷されている。
　そういえば親戚の兄ちゃんからもらった「ラ製」に 50Mc AM 送信機の製作
　記事が載っていて、終段が１２ＢＹ７だったな。この真空管を働かせて
　あげよう。その他の真空管は手持ちのものとは違うけど、ま、なんとかなるさ。
　足らない部分はトランジスタで・・・・。
２００６年１０月某日
　インターネットでいろいろ資料集め。参考回路が結構出てくることに驚いた。
　数年前ならこんなに簡単に参考回路を集められなかったよ。発振回路は、手持ちの
　５極管を使おう。ミキサー回路はどうしよう、手持ちの真空管を活用する参考回路
　が見つからない。仕方ない、お手軽に２ＳＫ２４１で組もう。
２００７年４月某日
   今日はシャーシ加工。私は苦手だ。手が痛くなるし、穴を広げすぎてしまったり、きれいに
   並ばない。見た目が綺麗だと気持ちよいけど、綺麗に加工出来た事なし。やっぱり今回もガ 
   タガタになってしまった。
２００７年６月某日
   本屋で雑誌をめくっていたら参考になりそうな回路を発見。発振回路と
   ミキサー回路はこれに決定。発振回路は MT 管７ピンの５極管を予定し
   ていたので、それ用の穴を開けたけど、MT 管９ピンに変更だ。ヤスリで 
   広げなくてはいけないのか、結構しんどいな。
２００７年６月某日
    回路図を直していたら、高電圧対応のセラコンが足らなくなってしまった。名古屋の大須電
    気街にはパーツ店はあるが、これは見つけられなかった。秋葉原まで行くか、通信販売する
   しかないのか。名古屋でもこんな状態なのに、他都市の自作家は部品集めに苦労しているの
   だろうな。
２００７年７月某日
  今日も残業、帰ってから自作する時間があまり取れない。ハムフェアまでに、完成したかっ
  たな。水晶発振回路くらいは動作を確認したかったな。でも、仕事をしないと給料もらえな
  いし。今日もおつかれさま。さてさて、いつになったら完成するんだろ。

ぐうたら自作日記
          名古屋市在住　   JG2VSF　大鐘智巳
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同軸ケーブルアンテナ
北名古屋市在住    JA2AZZ   　杉山　隆司

これまで同軸ケーブルをエレメントとしたアンテナは主にＶ・ＵＨＦ帯で使われてる、

多段コーリニアアンテナとかＨＦ帯でのダブルバズーカアンテナがあります。

しかしいずれも同軸ケーブルの特質である波長の速度係数（短縮率）を利用した

ものではありません。

最近になってどうやらこの特質を活かしたような同軸ケーブルアンテナが

発売されているのはご存じのことと思います。

ループアンテナとなっていますが通常は１λの長さを要するのに、このアンテナは

１／４λｘ０. ６４程度のループ長しかありません。

どんな構造になっているのか大変興味深いところです。

ところで表題のアンテナなのですが、同軸ケーブルの持つ速度係数（短縮率）を

利用した短縮されたアンテナを完成させることが出来ました。これは同軸ケーブルを

エレメントとして作動させる、ほぼ最適な給電方法を見い出し、確立出来たからこそな

のです。

最初に作動を確認できたのは３年以上も前のことなのですが、５０Ω系同軸ケーブル、

７５Ω系同軸ケーブルの給電法、太さの違いによる特性の違い、２００Ω、３００Ω系

の平行二線式平衡線の給電法、さらには応用のバリエーション（さらに短縮されたアン

テナ、アルミパイプ内に配したアンテナ等）の実証実験を進め、時間を要してしまいま

した。

同軸ケーブルを利用したアンテナは大変優れた特徴を持っています。

１）大地の影響や付近の構造物の影響をほとんど受けない ---- 実験では７ＭＨｚ用のダ

イポール形アンテナでも地上高わずか０. ６ｍあれば安定して作動させることが出来る。

一度作っておけばいつでもどこでも調整無しで使うことが出来ます。従来のローバンド

のアンテナのように給電高によりＳＷＲが大きく変動するということはありません。

２）エレメントである同軸ケーブルをどのように伸張展開しても安定した性能を保ちま

す ---- 極端にはエレメントである同軸ケーブルをすべて巻き込んでも作動します。

３）周波数帯域幅 ---- 現状の７ＭＨｚ帯の帯域幅の運用ならばまったく問題ありません。

どうやらダブルバズーカアンテナで見られるように同軸ケーブルをエレメントとしたア

ンテナは広帯域特性を持っているようです。

詳細については、またの機会にしたいと思います。このアンテナは三名連記（ＪＡ２Ａ

ＺＺ、ＪＦ２ＱＫＡ、Ｙ・Ｓ）で特許願を申請し、現在は実体審査の段階です。
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スパイラルレイアンテナのスタック化
スパイラルレイアンテナを購入してから 35 年ほど経ち、オーバーホールのためタワー

よりおろしたのを機会に以前より考えていたスタック化計画を実行しました。米国と

日本では材料のサイズの違い、材質の違いがありますがほぼ同じ寸法で同調点の違いも

それほどなく組みあがりました。飛び具合はこれからのお楽しみです。

切断されたアルミ材
オリジナルの組立て部品、同じ様
加工するのはかなり難しい。

万力の水平を確認パイプをはさ
み固定する。

エレメントはパイプを
貫通するので穴を明ける
位置の基準になる鉛直を
確認する。
←
基準点から 15 度ずつ角度

をずらしながら 11 本のエ
レメントの穴位置を決める。
　　　　　　　　　　　　→

ドリルでブームに穴を開ける。

穴をあけ終わったらパイプを通し
直角を確認する。

組みあがり、上が 27m、下が 23.5m に取り付けられています。

間に 430MHz 用 25ele × 2 がはさまれています。

東京都豊島区在住　　JA1EEZ   田中　逹雄
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第 18 回　２エリア主催ＡＭコンテスト結果表
（２００７－７－２９開催）　－確定版－	
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目          的： ６ｍＡＭのアクティビティー向上
主          催： ６ｍＡＭ愛好会
日          時： １年を１月～６月と７月～１２月に分け年２回開催
参 加 資 格：  国内の個人アマチュア局
周   波   数 ： ５０．４００ＭＨｚ～５０．９００ＭＨｚ
モ   ー   ド ： ＡＭ（搬送波のあるＡ３ＥとＨ３Ｅ）
部　　   門：  なし（但し表彰はエリア別とします）
呼 び 出 し：  特に定めません　
コンテストナンバー：ＲＳレポート交換の通常のＱＳＯ
得　　   点：  異なる局との完全な交信をもって１点とする
マ   ル   チ：  交信日数
総   得   点：  得点×マルチ
注意事項１： 同一局との交信は１回のみ得点として計上できる。
　　　　　　 マルチには何回でも計上できる。
注意事項２： 同一エリア内の移動に限り得点計上できる。
　　　　　　 マルチは他エリアの移動でも計上できる。
注意事項３： 他のコンテスト・ＲＣ（キー局の方はご遠慮下さい）での交信も有効です。
注意事項４： 必ず６ｍＡＭの免許を受けている事を確認してから参加して下さい。
注意事項５： その他はＪＡＲＬコンテスト規約に準ずる
表    　　彰： エリア別に上位３位まで表彰する（但し１０局未満のエリアは１位のみ）。
　　　　　　 その他ＱＲＰ賞などを予定。
提 出 書 類： できるだけ電子メールでお願いします。
　　　　　　サマリーシートはＪＡＲＬ様式に準じて下さい。
　　　　　    ログシートは必ず Excel 形式または Excel で読み込めるテキスト形
　　　　　    式でお願いします。（カンマやタブ等で区切られた）　
　　　　　    詳細はＵＲＬ　http://www.jarl.com/6mam/marathontest.html　を参照
　　　　  ※  紙ログの場合はＪＡＲＬ様式（自作の場合はＡ４サイズに限る）で
　　　　　    必ず左上のみをホチキスで止める事。
提   出   先：  E-mail；contest@6mam.com　
                      郵送　〒 481-0001　愛知県北名古屋市六ツ師松葉 62-1　
                                 6mAM 愛好会事務局　杉山　隆司  宛　
締 　     切：  終了翌月（７月・１月）末必着（メール・郵送）
発 　     表：  締切後１ヶ月以内に６ｍＡＭ愛好会ＨＰ等で発表。
　    　　　   参加者にもメールします（郵送希望者はＳＡＳＥ同封の事）。
そ   の   他： このコンテストに関する質問・御意見がありましたら提出先まで
                     お願いしま  す

６ｍＡＭマラソンコンテスト
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主　　催　６ｍＡＭ愛好会
日　　時　2008 年 7 月 27 日（日）10：00~16：00
参加資格　日本国内のアマチュア局　個人局および社団局（シングルオペに限る）
周波数・電波形式　　50.400 ～ 50．900 ＭＨｚ
　　　　　　　　　　28.600 ～ 28．850MHz
　　　　　　　　　144.300 ～ 144．500MHz
　　　　　　　　　430.400 ～ 430．800MHz の４バンド AM（搬送波のある A3E と

H3E）
　　　　　　　　　28/144/430MHz 帯では他のモードで運用される局との混信には充

分な配慮を持って運用願います。バンド毎の運用時間は決めていませ
ん伝搬状態を把握して運用してください

呼出方法　　”　ＣＱ　ＡＭ　コンテスト ”
コンテストナンバー　ＲＳ＋自局（運用地）のＪＣＣまたはＪＣＧナンバー
得　　点　　異なる局との交信１局につき１点
マ ル チ　（１）交信した異なるＪＣＣまたはＪＣＧナンバー
　　　　　（２）交信した異なる国内コールエリアの数（ただし０～９およびＪＤ１沖縄

県を別途コールエリアとして加え１２とする）
　　　　　（３）交信したバンドの数
　　　　　　　　マルチプライヤーはバンド毎カウント出来ません　交信全バンドで重

複の無いようカウントして下さい
総 得 点　得点の和 ｘ マルチ（１） ｘ マルチ（２） ｘ マルチ（３）
賞        全国 10 位までおよび各エリアの 1 位までとし、全国と各エリアで重複する場合

は併記する。盾は全国 1 位のみとし、他に副賞は原則的に無しとします。参加
者全員に参加証を発行する

書類提出　8 月 11 日　郵送は消印有効　極力 E-mail にてお願いします
          郵送書式；ＪＡＲＬ様式　または下記 E-mail 様式
          ＵＲＬ　http://www.6mam.com より　資料／コンテスト／２エリア主催ＡＭコン

テストからサマリー ･ ログシートをダウンロードしてお使い下さるか、 または
Excel 形式で添付してください

提 出　先　〒 481-0001　愛知県北名古屋市六ツ師松葉 62-1　6mAM 愛好会事務局
　　　　　　　　　　　　杉山　隆司  宛　 　 E-mail；contest@6mam.com　
問 合 せ  事務局または　E-mail ; ja2azz@jarl.com
発　　表　ハムフェア会場６ｍＡＭロールコールグループブースにておよび当ＵＲＬ他
　

個人宛結果送付（ E-mail　SASE の方）は 9 月 15 日までに発送の予定

第１9 回　２エリア主催ＡＭコンテスト
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　　　第 5 回全国 6mAM ロールコールのお知らせ
全国の AM ファンの皆様昨年は初雪に阻まれ山頂での運用が出来ませんでした。今年は

参加者の不足で「全国 6mAM ロールコール」を実行するかどうか未定です。最低 4 名

の参加が必要です、現在参加者募集中です。参加希望者が集まりましたら下記の要領で

実施いたします。

運用場所： 富士山山頂

実  施  日：第一候補 2007 年 9 月 15 日　第二候補 2007 年 9 月 22 日

時       間： 19 時頃より

周  波  数：50.6 ＭＨｚ 付近

キ  ー  局：JA1EEZ、JF2QKA、他の予定

なお天候不順が予測される場合は中止いたします。

なお情報は下記のＢＢＳ で公表いたします。

　　　　　　http://www.6mam.com
なおキー局の一員として富士登山に参加ご希望の方がいらっしゃいましたら

右記へご連絡ください。jf2qka@jarl.com 又は ja1eez@jarl.com

「AM ロールコールグループ」キー局（ネット局）募集
「6mAM ロールコール」は AM のアクティビティの向上を目指す各地区の有志の手によ

って運営されています。皆それぞれ勤めの合間を縫って時間を作ってキー局（ネット局）

を勤めています。しかし仕事の都合、家庭の事情等で必ず毎回運営出来るとは限らない

事情が続いています。そこで各地の「6mAM ロールコール」のグループではキー局（ネ

ット局）を勤めてくださるかたを随時募集しています。毎月でなくてもかまいません年

１回でも２回でも良いのでご協力いただけるかたがおられましたらロールコールのキー

局（ネット局）か下記の各地の担当者へご連絡いただけると幸いです。

［1 エリア］  JP1EVD　 Ｅメール jp1evd@jarl.com

［2 エリア］JA2AZZ　 Ｅメール ja2azz@jarl.com

［3 エリア］JA3XQO　Ｅメール ja3xqo@6m.net

［9 エリア］JA9SWR　Ｅメール ja9swr@jarl.com

[0 エリア ]  JG0GJG      http://6mhfamcwfm.fc2web.com/amrc/index3.html
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 ***　６ｍＡＭロールコールグループへの運営資金の寄付お礼とお願い ***

　昨年のハムフェアの時に配布したパンフレットで、運営資金の寄付をお願いしたと
ころ、数名の方から寄付を頂きました。大変ありがとうございました。お陰様で本年
も無事に出展を行うことができました。勝手なお願いではございますが、本年も引き
続き以下の趣旨にて寄付をお願いしております。
　6mAM ロールコールグループでは、できるだけ少ない経費で活動をＰＲしたいと考
え、純粋展示によるブース出展を行っており、本ブースのＰＲに大きな役割を果たし
ている当パンフレットも無償で配布しております。しかしながら、出展経費が減免さ
れている純粋展示であっても、ブース運営には出展費用やパンフレット作成などに数
万円の経費が必要となっています。
　ここで、誠に勝手なお願いではありますが、本パンフレットをお読みになり、当グ
ループの活動にご賛同頂ける方に、ご寄付をお願いし、今後の運営資金にしたいと考
えております。ただ、純粋展示ブースにおいて、ハムフェア会場内で寄付を受けるこ
とは販売と見なされる可能性があるため、郵便振替による寄付をお願いすることとし
ました。
　なお、寄付は、少額で構いませんし、寄付の有無でロールコールにおける扱いに差
をつけることはありません。その点、あわせてお知らせします。
  また、ご寄付の際には、電子メールアドレスをご記入いただきたく、あわせてお願
いいたします。
　寄付をお願いする郵便振替口座の番号と名義人は下記の通りです。

                                      口座番号：００１６０－９－５５０５３７
                                      口座名称：６ｍＡＭロールコールグループ

　なお、この件に関して、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、会計担当のＪ
Ｋ１ＯＮＮ (jk1onn@jarl.com) までおたずねください。

来年も「6mAM ロールコールグループ」のパンフレットの原稿を募集いたします。
内容：
(1)	 各地のロールコールの紹介
(2)	 ロールコールの運用状況の紹介
(3)	 各地のＡＭアクティブ局の紹介
(4)	 アンテナ、無線機などの製作記事
(5)	 移動運用の報告
(6)	 設備や無線機の紹介
(7)	 その他ｅｔｃ．
以上の様になんでも結構です、原稿と写真をお送りください。
原稿はテキストファイル、ワープロソフトのファイル、なんでも結構です。
配線図などは描画に使用したソフトもご連絡ください。
写真はできるだけ解像度の高いものでお願いいたします。
原稿の細目についてはは原稿送り先にお問い合わせください。
原稿納期：2008 年 6 月末
原稿の送り先　　tatsu1eez@fa.mbn.or.jp

ハムフェアのパンフレット原稿募集
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来年のロールコールは僕に任せてよ !! じゃーねー


